
Nurse-Style(ナース・スタイル)は，日本看護

連盟(以下，連盟)によって開設されたホームペー

ジである。団体のホームページはその事業や沿革

の説明を中心とする解説系のものが多いが，

Nurse-Styleはそれとはタイプを異にし，「自ら

発言すれば思いが叶う」をコンセプトとしたアク

ティブなページ構成になっている。

連盟は，日本看護協会が政治力の強化を目的に

設立した政治団体である。全都道府県に支部をも

ち，国会議員・地方議員の支援や議会対策を主な

活動としている。連盟が政治活動を行なうなかで

痛感させられることは，特に若い世代で政治への

参加意欲が低下していることである。看護職の人

員配置や労働条件，准看護師問題，診療報酬の改

定，医療保険や介護保険制度の改革など，看護に

関するさまざまな政策を実現するためには，看護

職が積極的に政治に参加していくことが不可欠で

ある。しかし頭ではわかっていても，いざ行動を

起こす段階になると足踏みしてしまう。

本年7月に連盟が主催した看護管理者トップセ

ミナーで講演した坂口厚生労働大臣は，「CURE

よりもCAREを重視する時代。看護がしっかり

していれば，治療はいらないという方々が多くな

ったのではないか」と看護職への期待を述べた上

で，「しかし，現実には対応できていない。それ

は，看護が内向的であり，外に向けて発信する努

力が足りないからだ。看護という領域がいかに重

要か，力強く主張するべきである」と看護職の課

題を明言した。厚生労働大臣に言われるまでもな

く，看護政策がなかなか実現しない背景には，社

会に看護の価値をアピールしきれていないところ

にある。患者から選ばれる時代と言われる今，私

たちに必要なことは，患者が看護を選べるように

自らの考えを社会に伝える努力だと思う。

Nurse-Styleは，特にインターネットを普段か

ら利用している若い世代が，気軽に自分の考えを

社会に伝えることができる場である。例えば8月

には，フジテレビで放映された看護師ドキュメン

タリー番組「報道熱血スペシャル ナニワ愛染橋

病院物語―感動の看護師最前線17」と連動して，

「あなたは何に支えられて看護師として働いてい

ますか？」というテーマで，簡単なアンケートを実

施し，ホームページへの発言(書き込み)を募った。

約1か月で集まったアンケートの結果，看護師

のほぼすべてが「やりがいを感じている」が，6割

弱が「定年までもたない」ということであった。ま

た「何に支えられて働いているか」については，

「『共に』同じものに向かっているんだという一体

感は，私を支えてくれていると思います」「『あり

がとう』っていう言葉や笑顔，心がつながったと

感じる瞬間，家族の方との心のふれあい，人生に

関われること，たくさんの喜びがあります」「人の
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PC画面の写真あり。PDF出力の圧縮に注意。

看護の価値を社会に伝える

発言すれば思いが叶う
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看護政策意識向上のための看護
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ために何かをしているという気持ち」「日々勉強っ

ていう感じがしますね……だから私もやめられな

いのかもしれません」など素直な意見が集まった。

これらをそのままにしておいては，コンセプト

の後半「思いが叶う」が成り立たない。そこで，寄

せられた意見をまとめ，上記のドキュメンタリー

番組のメインキャスターで看護問題に詳しい黒岩

祐次氏にインタビューをした。黒岩氏は「このア

ンケート結果をみて，12年前と比べ，今は劇的

に変わったと感じました」「看護は社会から必要だ

と評価されており，そのことを看護師たちが自覚

しているということがうかがえますね」「これから

の看護師一人ひとりの努力に期待しています。ま

た私も看護の本質を伝えることのできる番組を作

っていきたい」と話した。Nurse-Styleに書き込

みしたユーザーたちの意見を，黒岩氏はこれから

の番組づくりに生かしてくれることだろう。

現在，Nurse-Styleが取り上げているテーマは，

臨床現場で起こる身近な話題であり，いわゆる政

治のイメージと遠い。しかし，政治は身近な課題

を解決しようとすることが原点である。Nurse-

Styleで発言(書き込み)したことが，何かに影響

を与えた(今回は黒岩さんの番組)という体験の積

み重ねが，看護職の政治への参加の土壌を耕して

いくことになると考える。

Nurse-Styleには，このほかにも多くのコンテ

ンツがあるので，主なものを挙げてみる。

・看護の政策実現のプロセス(名称が「師」に変わるまでの

プロセスチャート)

・看護の法律(看護に関する法律の検索システム)

・プレゼント(書き込みやアンケート回答に応じポイント

がたまり，プレゼントが当たる)

・連盟会員専用の特典割引(旅行，コスメティックス，CD，

有機野菜，生花などの割引購入)

・みんなのコミュニティBBS(日常生活のちょっとした悩

みを書き込める掲示板)

・(9月末現在の)テーマ 「看護の政治力はどうやったら

強まるか？」「静脈注射解禁から1年，現場はどう変わっ

たか？」

看護職が社会に向かって発言し政策を実現して

いくことに，Nurse-Styleも一翼を担えれば幸い

である。皆様方のアクセスとNurse-Styleでの

発言をお待ちしています。

日本看護連盟 石田昌宏 同常任幹事

URL  Nurse-Style http://www.nurse-style.com

8月のアンケート結果 http://www.nurse-style.com/action/

result/index02.html

黒岩氏へのインタビュー http://www.nurse-style.com/action/

s-edition/0307/index-interview.html

写真 Nurse-Styleのホームページから
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Nurse-Styleは政治参加への土壌をつくる

その他のNurse-Styleコンテンツ
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